
甲
状
腺
は
の
ど
仏
（
甲
状
軟
骨
）

の
下
に
ち
ょ
う
ど
蝶
が
羽
を
広
げ
て

気
管
を
抱
く
よ
う
な
形
で
存
在
し
て

い
ま
す
。
左
右
に
広
く
、
重
さ
は
15

～
20
ｇ
で
、
体
の
中
で
最
大
の
内
分

泌
臓
器
で
す
。
通
常
の
場
合
、
外
か

ら
触
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

甲
状
腺
は
食
物
中
の
ヨ
ー
ド
を
材

料
に
し
て
ホ
ル
モ
ン
を
合
成
し
、
血

中
に
分
泌
し
ま
す
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
に
は
サ
イ
ロ
キ
シ
ン
と
よ
ば
れ
る
、

4
個
の
ヨ
ー
ド
を
も
つ
Ｔ
4
と
、
ト

リ
ヨ
ー
ド
サ
イ
ロ
ニ
ン
と
い
う
3
個

の
ヨ
ー
ド
を
も
つ
Ｔ
3
が
あ
り
ま
す
。

成
長
や
発
育
、
新
陳
代
謝
の
維
持
に

必
要
不
可
欠
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
。
ま

た
、
精
神
や
身
体
活
動
の
調
節
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

下
図
の
よ
う
に
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
の
値
が
常
に
一
定
に
な
る
よ
う
に

調
節
機
構
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
）
が
存
在
し
ま
す
。
そ
し
て
、

常
に
ち
ょ
う
ど
良
い
量
の
甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
が
血
液
中
に
存
在
す
る
よ
う

調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
に
は
主
に
3
つ

の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

①
細
胞
の
新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
す
る

脂
肪
や
糖
分
を
燃
焼
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

②
交
感
神
経
を
刺
激
す
る

交
感
神
経
が
刺
激
す
る
こ
と
で
脈

を
速
く
し
ま
す
。

③
成
長
や
発
達
を
促
進
す
る

小
児
が
正
常
に
発
育
・
成
長
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
異
常

①
甲
状
腺
機
能
亢
進
症

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
過
剰
な
状
態

で
典
型
的
な
症
状
は
、
体
重
減
少
、

頻
脈
に
よ
る
動
悸
や
息
切
れ
、
体
温

上
昇
、
多
量
の
汗
、
手
の
ふ
る
え
、

下
痢
、
易
疲
労
、
集
中
力
の
低
下
で

す
。

②
甲
状
腺
機
能
低
下
症

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
な
状
態

で
典
型
的
な
症
状
は
、
全
身
の
む
く

み
、
体
重
増
加
、
徐
脈
（
脈
が
遅
く

な
る
）
、
体
温
低
下
、
皮
膚
の
乾
燥
、

便
秘
、
無
気
力
、
物
忘
れ
な
ど
で
す
。

精
神
活
動
の
低
下
が
主
体
に
で
る
場

合
に
は
、
う
つ
病
と
間
違
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
刺
激
伝
導
系
へ
の
影
響

心
臓
は
１
分
間
に
約
70
回
、
１
日

約
10
万
回
も
収
縮
・
拡
張
を
く
り
か

え
し
て
い
ま
す
。
右
心
房
上
部
に
存

在
す
る
洞
結
節
は
規
則
正
し
く
電
気

シ
グ
ナ
ル
を
出
し
、
刺
激
伝
導
系
と

呼
ば
れ
る
特
殊
線
維
を
通
し
て
心
臓

全
体
に
す
ば
や
く
伝
え
ま
す
。
そ
の

結
果
心
筋
細
胞
は
同
時
に
収
縮
し
、

血
液
を
全
身
に
送
り
出
し
ま
す
。

洞
結
節
→
心
房
→
房
室
結
節
→
ヒ
ス

束
→
（
左
右
）
脚
→
プ
ル
キ
ン
エ
線

維
→
心
室
の
順
で
電
気
シ
グ
ナ
ル
が

伝
わ
り
ま
す
（
刺
激
伝
導
系
）
。

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
心
筋
細
胞
に

直
接
作
用
し
、
収
縮
能
を
亢
進
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
心
筋
の
交
感
神
経
β

受
容
体
の
数
を
増
や
し
、
カ
テ
コ
ー

ル
ア
ミ
ン
（
主
に
脳
、
副
腎
髄
質
お

よ
び
交
感
神
経
に
存
在
す
る
生
体
ア

ミ
ン
の
総
称
。
生
体
内
で
は
ド
ー
パ

ミ
ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
・
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
の
3
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ド
ー
パ
ミ
ン
は
腎
・
心
・
脳
・
腸
間

膜
の
血
管
床
や
交
感
神
経
終
末
部
に

受
容
体
が
存
在
す
る
。
）
に
対
す
る

心
筋
の
感
受
性
を
高
め
ま
す
。
こ
の

受
容
体
を
刺
激
す
る
と
頻
脈
や
心
筋

収
縮
力
の
増
強
が
生
じ
ま
す
。

心
臓
や
血
管
は
自
律
神
経
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
律
神
経

は
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
2
種

類
が
あ
り
、
一
つ
の
器
官
に
対
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
受
容
体
（
レ
セ
プ
タ
ー
）

を
介
し
て
互
い
に
相
反
す
る
働
き
を

し
て
い
ま
す
。
更
に
、
交
感
神
経
の

受
容
体
に
は
α
受
容
体
と
β
受
容
体

の
２
種
類
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
作
用

が
異
な
り
ま
す
。
α
作
用
は
血
管
を

収
縮
さ
せ
、
β
作
用
は
心
臓
の
収
縮

回
数
や
血
液
を
増
加
さ
せ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ど
ち
ら
も
血
圧
を
上
げ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
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甲
状
腺
機
能
亢
進
症
が
心
臓
に
及
ぼ

す
影
響

甲
状
腺
で
の
ホ
ル
モ
ン
産
生
や
分

泌
が
亢
進
し
て
い
る
た
め
、
血
液
中

の
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
増
加
し
て
い

る
状
態
で
す
。
そ
の
結
果
、
全
身
の

細
胞
の
新
陳
代
謝
が
異
常
に
高
ま
る

病
気
で
す
。

①
不
整
脈

不
整
脈
は
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
で

最
も
頻
度
が
多
く
、
洞
性
頻
脈
や
上

室
性
不
整
脈
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

心
房
細
動
は
最
も
頻
度
が
多
く
、
甲

状
腺
機
能
亢
進
症
の
10
～
15
％
に
認

め
ま
す
。
心
房
細
動
時
に
は
、
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
房
室
結
節
の
伝

導
時
間
や
不
応
期
を
短
縮
す
る
作
用

か
ら
著
明
な
頻
脈
を
生
じ
る
の
が
特

徴
で
す
。

②
狭
心
症

も
と
も
と
動
脈
硬
化
の
あ
る
場
合

に
は
、
心
筋
の
仕
事
量
が
増
加
す
る

こ
と
や
、
頻
脈
に
よ
り
冠
動
脈
血
流

量
が
減
少
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

新
た
に
狭
心
症
発
作
が
生
じ
た
り
、

悪
化
し
た
り
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
に
は
冠
動

脈
の
け
い
れ
ん
を
誘
発
す
る
作
用
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
狭
心
症
発
作
を

起
こ
す
事
も
あ
り
ま
す
。

③
血
圧

収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧
）
は
心

収
縮
力
の
増
加
に
よ
り
高
く
な
り
ま

す
。
一
方
、
拡
張
期
血
圧
（
最
低
血

圧
）
は
末
梢
血
管
抵
抗
の
減
少
の
た

め
低
下
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
甲
状

腺
機
能
亢
進
症
で
は
脈
圧
（
最
高
血

圧
か
ら
最
低
血
圧
を
引
い
た
も
の
）

が
増
大
し
ま
す
。

④
心
不
全

高
齢
者
や
心
臓
に
基
礎
疾
患
が
あ

る
方
に
生
じ
ま
す
。
頻
脈
や
収
縮
能

の
亢
進
に
よ
り
心
拍
出
量
が
増
加
す

る
た
め
心
臓
は
過
剰
に
働
か
さ
れ
て

い
る
状
態
と
な
り
ま
す
。
そ
の
様
な

状
態
に
心
房
細
動
な
ど
の
合
併
が
加

わ
る
と
心
不
全
が
生
じ
や
す
く
な
り

ま
す
。
心
拍
出
量
が
増
大
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
不
全
が
生
じ

る
の
が
特
徴
で
す
。
（
高
拍
出
性
心

不
全
）

甲
状
腺
機
能
低
下
症
が
心
臓
に
及
ぼ

す
影
響

甲
状
腺
の
機
能
が
不
十
分
、
又
は

そ
の
他
の
要
因
に
よ
り
、
甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
が
不
足
す
る
病
気
で
す
。

①
動
脈
硬
化

機
能
低
下
症
の
場
合
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
生
合
成
は
低
下
し
ま
す
が
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

受
容
体
の
活
性
低
下
に
よ
る
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
分
解
低
下
や
胆
汁
酸
へ

の
変
換
の
低
下
が
生
じ
ま
す
。
更
に

腸
管
で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
再
吸
収

の
増
大
な
ど
が
加
わ
り
、
90
％
以
上

の
患
者
さ
ん
で
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
が
生
じ
ま
す
。
著
明
な
高
脂
血

症
例
が
多
く
、
動
脈
硬
化
性
疾
患

（
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
な
ど
）
が
早

期
に
発
症
し
ま
す
。

②
不
整
脈

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
と
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
刺
激
の
両
方
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
り
、
洞
性
徐
脈
が
生
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。
（
洞
性
徐
脈
と
は
、
心
臓

の
拍
動
が
一
定
で
あ
る
が
打
ち
方
が

遅
く
、
1
分
間
に
50
回
以
下
の
場
合

を
言
い
い
ま
す
。
心
拍
出
量
が
低
下

す
る
た
め
、
め
ま
い
・
失
神
な
ど
の

症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

③
浮
腫
・
心
嚢
液
・
胸
水
貯
留

全
身
の
間
質
（
細
胞
と
細
胞
の
間

の
組
織
）
に
水
分
が
貯
留
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
、
下
肢
を
中
心
と

し
た
全
身
の
む
く
み
が
生
じ
ま
す
。

ま
た
、
心
膜
腔
に
漏
出
液
が
貯
ま
っ

た
り
、
胸
水
や
、
腹
水
の
貯
留
を
認

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
膜
液
や

胸
水
は
徐
々
に
発
生
、
増
加
し
ま
す
。

原
因
不
明
の
浮
腫
な
ど
で
は
甲
状
腺

機
能
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
心
不
全

心
臓
の
筋
肉
と
筋
肉
の
間
に
水
分

が
た
ま
る
こ
と
で
心
臓
の
収
縮
性
が

著
明
に
低
下
し
、
心
不
全
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
（
粘
液
水
腫
心
）
。

ま
た
、
心
臓
に
基
礎
疾
患
が
あ
る
患

者
さ
ん
で
は
、
徐
脈
や
心
臓
収
縮
性

の
低
下
の
た
め
心
不
全
が
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。

⑤
血
圧

末
梢
血
管
抵
抗
の
増
加
に
よ
り
、

拡
張
期
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

甲
状
腺
機
能
亢
進
症
お
よ
び
低
下

症
が
も
た
ら
す
症
状
は
非
常
に
多
様

で
す
。
な
か
で
も
、
循
環
器
の
症
状

が
主
体
の
場
合
や
唯
一
の
症
状
の
場

合
が
あ
り
、
甲
状
腺
疾
患
を
見
逃
し

て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
治
療
抵

抗
性
の
不
整
脈
や
心
不
全
で
は
医
師

は
常
に
甲
状
腺
機
能
を
念
頭
に
お
い

て
検
査
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
わ

け
で
す
。

甲
状
腺
疾
患
の
症
状
は
多
様
で
す

の
で
、
自
分
の
体
調
に
少
し
で
も
不

安
の
あ
る
場
合
や
、
何
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
遠
慮
な

さ
ら
ず
に
、
い
つ
で
も
医
師
・
ス
タ
ッ

フ
へ
お
聞
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
今
月
の
記
事

看
護
師

菅
原(

美)

】

第５２号 中込内科新聞 ２００６年（平成１８年）１０月３１日発行

インフルエンザ予防接種のお知らせ

期 間
平成18年10月16日～平成19年1月31日まで

接種回数と料金
■65歳以上の方…1回接種2000円
■小学生以下の方…2回接種3000円（1500円×2回）
■中学・高校生の方…1回接種2000円
■一般の方…1回接種3000円

～ご希望の方は受付でご予約をお取りください～


